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  汗をタオルで拭うように、「はぁ～」とマスクをパカパカさせて深呼吸、これが新しい生活の 

 ひとつなんだなと感じながらの７月でした。子ども達も 6 月から本格的な日中になって 2 ヶ月 

が経ちました。いつもは、春から少しずつコートを脱いで、半袖になって、暑さを感じていくの 

ですが、今年は、スタートが分かりにくかったり、へんな縛りがあったりで、背中を押されなが 

ら、形だけ整えられて進んでいるようにも感じます。場所にも人にも、ようやくフィットしてき 

たようですが、そろそろ息切れしてきた子もいます。新しい友達がまだ上手く作れず悩んでいる 

子もいます。全力投球してきた子ども達。短い夏休みですが、もう一度ＨＯＭＥで休憩ですね。 

地味でも小さくても、ぜひ充実した“いつもの”時間で。 

 

8 月・9 月の予定— 

  8 月 5 日（水） ＳＴ（児童） 

  ８月 11 日（火）～17 日（月）夏休み（児童・放デイ共） 

  8 月 27 日（木） ＳＴ（児童） 

  9 月 10 日（木） 地域連携日（児童・放デイ共お休みです） 

  9 月 14 日（月） ＳＴ（児童） 

 9 月 17 日（木） ドクターＮの医療相談（児童・放デイ共） 

 

＝お知らせ＝ 

≪コロナウイルス感染症に関する対応について≫（児童・放デイ共通） 

＊体調等に心配のある場合は、あんずの利用についてご相談ください。 

 慎重かつ心配し過ぎないよう、一緒に考えさせていただきます。 

＊利用前の検温をお願いします。毎日、検温表に記入していただきます。 

  ＊あんず入口での手指の消毒をお願いします。 

 ＊マスク類の着用をお願いします。（子どもは可能な範囲で） 

＊こまめな手洗いを習慣化していきましょう。 

 

  ＊換気、席の工夫等『密』にならないよう、子ども達に無理のない範囲で取り組みますが、 

小集団での支援の都合上、人は集まります。ご了解の上で利用していただきますよう、 

よろしくお願いします。 

 

 

≪ドクターＮの医療相談≫（児童・放デイ・訪問支援共通） 

   ９月 17 日（木）に、埼玉医科大学総合医療センター小児科の奈倉道明先生 

による個別の医療相談を行います。“ドクターの話を聞いてみたい”“セカンドオピニオンを聞 

いてみたい”“病院に行く前のファーストステップとして”“診断ってどう考えればいいの？” 

等、ちょっとした思いで構いません。ご希望ご関心のある方はお声をかけてください。 

      
 

  



≪あんずの夏休みについて≫ (児童・放デイ・訪問支援共通) 

  ８月 11 日（火）～８月 17 日（月）まで、あんずは夏休みとなります。 

お休み中、連絡が必要な場合は、あんず携帯 080-8703-9655 までお願いします。 

8 月その他の日は通常の支援となります。お間違えのないよう、よろしくお願いします。 

 

≪受給者証の更新や変更について≫ (児童・放デイ・訪問支援共通) 

   受給者証の更新や変更がありましたら、早目のご提出（その月のうちに）をお願いします。 

また、あんず以外の福祉サービス事業所の利用を始めたり、利用の変更があったりした場合も

必ずご連絡ください。よろしくお願いします。 

 

≪今年度の“さぽねっとまつり”について≫ (児童・放デイ・訪問支援共通) 

   毎年秋に実施してきました“さぽねっとまつり”ですが（昨年度は 11 月）、今年度は、 

コロナ感染症予防のため、残念ですが中止させていただくことになりました。毎年たくさんの 

方々においでいただき、地域の方々とも交流を深められる楽しい時間なのですが、この情勢下、 

ご理解の程、よろしくお願い致します。 

放デイの子ども達には、いつも会場の装飾を担ってもらっています。ハンドメイドコーナー

では、毎回保護者にみなさんに大活躍していただいています。ホールでのコンサートも、毎回

盛り上がっています。一年後に、またみんなで楽しく力を出し合っていきましょう‼ 

   

 

 

 

 

 

 

どらやきクラスの７月あれこれ 

「やりたい！」「やりたくない！」と思いを出しながら、紐通しに加えて、スプーン、鉛筆、 

クレヨンなど手先活動を重ねています。去年からの子ども達は、さすが！という感じですが、 

今年からの子ども達も楽しめるモノが増えてきたなあと思います。また、年長さんはハンカチ 

を使う練習も始めました。拭く、たたむ、ポケットへの出し入れと、なかなか難しい作業です。 

これからも引き続き練習していきたいと思います。 

 それから、給食が再開しました。４月とは少し流れが違いますが、手洗いから 

準備まで、子ども達それぞれに定着してきました。そして、お母さんお父さんに 

順番で食事に入っていただくことで、お家での食事の様子が少し見えたり、お話 

していただいたり。何よりも、子ども達が「今日は一緒に食べられる！」と、嬉し

そうな表情で席につく様子が微笑ましいです。 

 これからも、子ども達が“知ってる！楽しい！”と思えるように活動していきたいと思います。 

 

 

 



カステラクラスの７月あれこれ 

 7 月のカステラクラスは、給食も再開し、とっても賑やかでした。 

 片栗粉やスライム、小麦粉粘土など、机上の活動では手や、お玉、へら、カップ等道具を使って

“すくう”“つつく”“切る”など、遊びの幅も広がっています。時には、お母さんや職員と一緒に、 

時にはひとり黙々と、夢中になり真剣に取り組んでいます。 

  8 月は新しいお友達も増えるので、ますます賑やかに、楽しく取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

放デイのひとり言 

  本格的に学校生活が始まって２か月が経ち、“ピカピカの○年生”としての自覚がはっきりと 

 してきました。進級するって、とても大きいな意味があるのですね。 

  最近、特に感じるのは中学生の成長です。中学生としての自覚を持つことでグ～ンとお兄さん 

 お姉さんになります。大人への階段を上がろうと頑張る姿や、進んで皿洗いなどのお手伝いをし

たり、活動では、係の役割をしっかりと果たしたり、挨拶の仕方がかっこよくなったり、言葉遣

いが丁寧になったりして、小学生のお手本になるような姿が見られます。 

小学生にとって、中学生と共に過ごすことも貴重です。未来の自分を思い描けます。それぞれ

の学年の今を大事に過ごしたい。この瞬間の積み重ねが未来につながって

いるのだなぁと感じる 今日この頃です。 

  今年の夏休みは短いけれど、一日一日を大切に過ごしていきましょう！ 

 

 

 

 

保育所等訪問支援７月のある日ある時 

  先月は、毎日あちこちの幼稚園保育所、学童保育室へお邪魔させていただきました。 

“密”に気を付け、心は“密”に。今を 120％で過ごしている子ども達の顔は、すっかり夏！ 

ですね。ほぼ通常の流れに戻っている集団生活の中で、その子一人ひとりの成長と次の課題を 

先生方と改めて確認できた７月でした。流れのスピードは、楽しくなればなるほど早くなって 

いきます。途中上手に休憩して、また戻っていく姿もあれば、目をキョロキョロさせて、笑顔 

と真剣な顔が同居している姿もあります。楽屋（クラス）に戻って水をゴクゴク、深～いため息 

をつく子も。ちょうどいい間合いで、先生が話しかけてくれて向き合ってリセット。 

まるで、タイムをかけてコーチに駆け寄り指示を仰ぐアスリートのようです。 

８月は、ちょっと一服でしょうか。み～んな充実していましたからね。 

 

 

 

 

 



あんず書店   『さんびきのやぎ、がらがらどん』 

絵：マーシャ ブラウン  訳：せた ていじ 

小さい、中くらい、大きい 3 匹のヤギのがらがらどんが 

悪いトロルを、勇気をもってやっつけるお話です。大人も 

うなってしまうほどの迫力ある挿絵にもご注目あれ。 

「とっぴん ぱらりの ぷ～」お話はこれでおしまい！（辻）  

 

 

 

つながりリレーコラム  久しぶりのリレーです！ 

第 21 回目は、生活支援センター日向の相談員 柴﨑 今日子さん です。 

 

     

「平和は微笑みから始まります。いつもお互いに笑顔で会うことにしましょう。 

笑顔は愛の始まりですから。」これはマザー・テレサの言葉ですが、私が仕事をしていく上で 

大切していることの一つです。 

私は 25 年前にみのり福祉会でクッキー作りを担当（作業指導員）、その後、職業センターで

ジョブコーチ（就労支援）、障害者福祉課での障害支援区分認定調査員を経て、３年前から生活 

支援センター日向で相談支援専門員として働いています。相談の仕事は面談がメインですが、最

近はコロナの影響で、マスク着用での面談や電話でのやりとりが多くなりました。口元が見えな

い分、アイコンタクトや顔全体の表情、声のトーンや相手に合わせた会話の間合い、相手を不快

に感じさせない距離感などにとても気を遣うようになりました。顔と顔、目と目を合わせた対面

でのコミュニケーションの重要性をこれほど大きく感じたことはありません。自分から発信する

ことが苦手な方々が置き去りにされることがないよう、“笑顔”や“心と心のつながり”を大切

にしていきたいと思います。 

相談の現場では不安や混乱、苦しさの共有から始まることが多いですが、自ら考えて自ら決め

ることを支えていき、前向きに生きていくための道筋や手立てが見えてきた時、喜びとやりがい

を感じます。さぽねっとステーションは”人と人のつながり”や”地域とのつながり”を大切に

し、ライフステージに合わせた切れ目のない支援を目指しています。この地域で、出会ったすべ

ての方々が、フォーマルな社会資源との適切な関わりとインフォーマルなつながりの輪の中で、 

“微笑みでつながり合う”生活を送ることができるよう願っています。 

 

 

                    ☆お 礼☆              

    あんずの支援の場にと、たくさんのマスクをいただきました。 

大切に使わせていただきます。貴重な品、ありがとうございました。 

     プラレールをいただきました。永遠の人気玩具は、消耗が激しいので 

    本当に助かります。ありがとうございました。 

     キーボードの調子が悪かったので、あんずサポータークラブより、 

アダプターを購入していただきました。ありがとうございました。 

 

  
 

 


